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■平成２５年度第４回（第２２０回）都市経営戦略会議結果概要 

 

【日 時】 平成２５年９月３日（火）  午前１０時１５分～午前１１時 

 

【場 所】 政策会議室 

 

【出席者】 市長、小林副市長、木下副市長、教育長、審議監、技監、政策局長、 

総務局長、財政局長、行財政改革推進本部長、理事（秘書・総合調整担当）、 

総合政策監、都市局長、市民・スポーツ文化局長 

 

【議 題】（１）大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業について 

 

＜ 提 案 説 明 ＞ 

大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業について、都市局、市民・スポ

ーツ文化局から次のような説明があった。 

 

・ 大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業は、大宮駅周辺地域戦略ビジョンに位

置づけた公共施設再編による連鎖型まちづくりを具現化する事業である。 

・ 再開発ビルには、平成２４年度第１０回都市経営戦略会議において、市民会館おお

みやのホール機能と新たなコミュニティ機能を導入することが了承されている。 

・ 平成２５年度に組合設立と事業認可を目標とし、平成２６年度に権利変換計画の認

可、平成２７年度から平成２９年度に工事を行い、平成３０年度までの事業施行を

予定している。 

・ 施設建築物については、地上１７階、地下４階とし、商業・業務棟の５階から地下

３階を権利床等の商業・業務床、９階から１７階を業務床、公共・公益棟の１階か

ら３階に放送会館機能、４階から９階を公共施設、地下１階から地下４階に駐車場

等を配置する予定である。 

・ 資金計画の内、収入については、再開発事業に対する国と市の補助金が約１１７億

円、道路整備に係る国と市の負担金が約１４億円、保留床処分金が約３６９億円と

なり、合計で約５００億円と試算している。支出については、工事費に約４７５億

円、事務費等に約１６億円、借入金利子に約９億円を見込んだ。なお、市の負担額

については、この補助金・負担金の他に公共施設の内装や設備のため概算で約４５

億円かかるものと見込んでいる。また、市負担額の平準化や事業推進上の観点から、

地区内の用地の買取申出があれば、先行取得したいと考えている。 

・ 公共施設として導入するコミュニティ機能については、地域文化を創造する新たな

コミュニティ機能として、また、高鼻コミュニティセンターの更新に備えた先行整

備として整備するものである。大宮駅から近く高い利用率が見込まれ、コミュニテ

ィ機能とホール機能の複合施設とすることで、相乗的な効果を期待している。導入
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機能については、現在の高鼻コミュニティセンターの機能に加え、音楽室やレクリ

エーション室を導入することとしたい。 

・ 市民ホール機能については、さいたま市文化の新たな発信拠点として、また、市民

会館おおみやのホール機能を継承する施設として導入するものである。規模につい

ては、大宮駅西口のソニックシティの大ホール約２，５００席と小ホール約５００

席との規模による役割分担が図られている現状を踏まえ、大ホールについては現行

とほぼ同等の約１，４００席、小ホールについては、３５０から４００席程度の多

目的ホールとして整備したい。小ホールについては、可動式シートを採用し、コミ

ュニティセンターの多目的ホールのような使い方が可能となるようにしたいと考

えている。また、利用者アンケート等で要望が多かった、リハーサル室や練習室を

新たに整備し、利便性の向上を図るとともに、公演時以外にも人が集う施設とした

い。 

・ また、大宮駅前という立地特性を生かし、企業利用や学術会議等も含めた大規模な

会議にも対応した集会施設としていきたい。 

 

＜ 意 見 等 ＞ 

 ・ 以前にホテル機能の導入が検討されていた経緯があったが、業務床については、ど

のような機能の導入が検討されているか。 

 → ホテルは採算上、導入が難しいため、業務床については、事業所として、再開発計

画を検討している。なお、ホテルとオフィスでは建物の形が異なり、後でどちらに

も使えるようにすることはできない。なお、ホテルについては、現在の大宮区役所

移転後の跡地について、いくつかの申し出がある。 

 ・ 市の床が今後、増えていく可能性はあるのか。 

 → 大宮駅周辺では業務床が不足しており、ニーズはあるものと考えている。 

 ・ 公共施設の約１７，６００平方メートルについて、規模が大きすぎるのではないか。

また、ホール機能の有効活用について、ＮＨＫと協議を行っているのか。 

 → 規模については、ホールのリハーサル室や練習室を新たに導入すること、ホールに

ついては、席数は変わらないが古い施設で非常に狭かったこと、また、大ホールの

客席を１フロアから２フロアにすることによるものである。ホール機能の活用につ

いては、ＮＨＫと定期的に協議を行っている。 

 → 立地特性を生かし、賑わいを創出するための機能をもっと盛り込むべきではないか。 

 ・ ＮＨＫも、開かれた放送局を目指していると聞いており、災害に強いことを最低限

の条件として、お互いにメリットが出るように協議していきたい。 

 ・ 市費負担が大きいが、義務的なものか。 

 → 市費負担のうち、公共施設管理者負担金については、義務的なものである。今後、

財政局と詳細な協議を行う。 

 ・ 保留床の取得の年度は財政負担が大きくなることが見込まれる。他の事業が全くで

きないということがないようによく調整すること。 

 ・ 平成２５年度末の組合立ち上げは順調に進んでいるのか。 

 → 面積ベースで９割程度、権利者の人数では２／３を超える見込みである。 
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 ・ 高鼻コミュニティセンターや、他の駅周辺のコミュニティセンターの面積はどれく

いらいか。 

 → 延床面積では、高鼻コミュニティセンターは約２，０００平方メートルである。浦

和コミュニティセンターは約４，３００平方メートル、武蔵浦和コミュニティセン

ターは約４，０００平方メートル、与野本町コミュニティセンターは約２，５００

平方メートル、岩槻駅東口コミュニティセンターは３，７００平方メートルである。 

 ・ コミュニティ機能とホール機能の間で、集会室やレクリエーション室、リハーサル

室等、機能が重複しているようだが、整理できているのか。 

 → 会議室については、部屋の大きさに差をつけるなど、役割分担することを考えてい

る。 

 ・ コミュニティ機能について、浦和コミュニティセンターの約半分というのは、小さ

いのではないか。 

 → 通常はコミュニティセンターの多目的室として導入するところを、床面積の有効活

用を図るため、ホール機能の小ホールとして導入することとしているため、コミュ

ニティセンター部分の床面積が小さくなっているものである。 

・ 立地を生かし、また、使われ方を意識して公共施設の機能を整理すべきである。１

階部分の広場の使い方はどのように考えているか。 

→ 大宮駅から氷川参道に抜ける東西の動線となるように計画している。 

 

＜  結 果  ＞ 

・ 都市局、市民・スポーツ文化局発議の大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地

再開発事業については、市費負担が大きいため、単年度に過重な財政負担がかかる

ことがないよう用地の先行取得や保留床取得時期の調整などを進めること。また、

公共施設に導入するホール機能とコミュニティ機能の役割分担を再度検討の上、都

市経営戦略会議に付議すること。 

 

＜ 会 議 資 料 ＞ 

（資料）大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業について 

 

 


